
学校番号 ２００２ 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 （学）英語長文読解演習 ２ ３年次 
SKYWARD CLOUDS Course 

桐原書店 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  ・総合的な問題集を使い、様々な主題を扱った多くの英文に触れることで、多面的に英語の世界に

親しみ、いろいろな話題を英語を通じて深い理解に繋がることになります。また、各章ごとに設定し

ている文法項目の復習や表現、リスニングの練習を通じて、より高い英語運用能力を身につけましょ

う。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 3 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）、「英語表現Ⅱ」（２単位）、「英語理解」

（２単位）長文読解（2 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・自分の回り

で起こったこ

とや経験した

ことなどにつ

いて簡単な英

語を用いて伝

えることがで

きる。 

・自分自身の

ことや自分の

思いを相手に

伝えることが

できる。 

コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅱ 
・プレゼ
ンテーシ
ョン 
英語表現
Ⅱ 
・プレゼ
ンテーシ
ョン 

・自分のことや

地域のことなど

について簡単な

英語を用いて文

章を書くことが

できる。 

・まとまりのあ

る文章で自分の

思いを英語を用

いて書くことが

できる。 

コミュニケ
ーション英
語Ⅱ 
・定期考査 
英語表現Ⅱ 
・定期考査 

・日常的な事柄

について内容

を理解するこ

とができる。 

・様々な内容の

英文をゆっく

りはっきりと

話されれば自

分に必要な情

報を聞き取る

ことができ

る。 

コミュニ

ケーシ

ョン英

語Ⅱ 

・リスニ

ングテ

スト 

英語表現

Ⅱ 

・リスニ

ングテ

スト 

・簡単な語や

表現を用い

て書かれた

文章を理解

することが

できる。 

・100 語程度

の文章を黙

読して要点

を理解し適

切に音読す

ることがで

きる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅱ 

・リーデ

ィングテ

スト 

・定期考

査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動

を行い、コミュニケーショ

ンを図ろうとしているかを

的確に評価できる方法で実

施。 

英語で話したり、書いたりし

て、情報や考えなどを適切に

伝えている。 

英語を聞いたり読んだりし

て、情報や考えなどを的確に

理解している。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、言語の背景にある文化な

どを理解している。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動  

Unit ２ 

(3 時間) 

テーマ 
「 大 衆 文
化」 
大阪でお笑
い文化が発
達した理由 
(417 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・外国語で書かれた、

大阪のお笑い文化の文

に触れて、その内容に

興味を持ち、深く読み

進めることができる 

・平易な言葉で、社会

的な話題を取り扱うこ

とができるようにな

る。 

・読み取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

読み続けている。 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・予習ノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・各段落について簡潔

にまとめて相手に伝え

ることができる。 

・ペア・ワークを行

い、お笑い文化などを

調べて、お互いに伝え

合う。 

・関心をもち、積極的

に情報を得ようとして

いるか、また、それを

分かりやすく相手に伝

えている。 

・ペア・ワークなど

のアクティビティの

参加状況 

・調べた内容のメモ

をノートにまとめさ

せて点検する 

「外国語理解の能力」L 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用し

て内容を的確に聞き取

ることができる。  

・段落ごとにテーマを

みつけ、簡潔にまとめ

ることで、内容を把握

することが出来るよう

にする。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用し

て内容を的確に聞き取

っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・動詞の変化に対応す

る。 

・本文中に用いられて

いる文法事項の意味、

用法を確認し、文体的

特徴を理解する。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・with+O+過去分詞を

理解する。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、動

詞の選択問題を設定

することで、その正

答率で判定する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 1 

( 3 時間)   

テーマ 
「資料の読
み取り」 
スマートフ
ォンについ
て  のオフ
ィスでの対
話(387 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・スマートフォンにつ
いて書かれた英語の文
に触れて、その内容に

興味を持ち、深く読み
進めることができる 

・セクションごとに本
文をまとめ、書かれて
いる東京観光の情報や

それについての意見交
換を行う。 

・読み取れない箇所や
未知の語句があって
も、推測するなどして

読み続けている。 

・活動観察を行う 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・各セクションの内容

をメモする。 

・ペアで、メモに基づ

いて、観光満足度につ

いて伝え合う。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・授業時間を利用し

て口頭発表を実施す

る。 

 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ
ーションなどの音声的

な特徴を捉えて的確に
聞き取ることができ
る。 

・リズムやイントネー
ションの変化に注意し
て聞く。 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ
ーションなどの音声低

奈特徴を捉えて的確に
聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けることが

できる。 

・資料を扱う文章で使

われる語句を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる前置詞の意味や用

法を確認する 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けている。 

・前置詞を文脈上で正

しく使えるようにな

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ３ 

( 3 時間) 

テーマ 
「インタビ
ュー」 
スーパーフ
ードの専門
家とのイン
タ ビ ュ ー 
(514 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に自分の知

っている情報や得た知

識について話すことが

できる。 

・セクションごとの内

容に対する感想や意見
について話すためのキ
ーワードをワークシー

トにメモし、それを参
考にしながらグループ
で伝え合う。 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に高度恐怖
症に関して自分の知っ
ている情報や得た知識

について話している。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・予習ノートを提出
させ、その内容を取

組状況の判断材料と
して活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

た内容を、平易な表現

に置き換えたり、情報

の順番を変えたりする

などして、読み手にわ

かりやすい文章を書く

ことができる。  

・セクションごとに情

報をまとめ、自分の文

章で相手に伝える。 

・聞いたり読んだりし

た内容を、平易な表現

に置き換えたり、情報

の順番を変えたりする

などして、読み手にわ

かりやすい文章を書い

ている。 

・ノートを提出さ

せ、内容を確認す

る。 

「外国語理解の能力」 R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・文章の流れに沿って

読み進め、大事な事柄

をまとめていく。 

 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。  

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言 

語活動に用いられてい 

る文法事項などについ 

ての知識を身につける 

ことができる。 

・進行形＋受動態が理

解できる。 

・進行形＋受動態のあ

る文章に留意して、理

解し意味を考えながら

読む。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身につけてい

る。 

・英文解釈のための述

語動詞に精通する 

・定期テストの筆記

テストにおいて、進

行形＋受動態が使わ

れている問題を設定

することで、理解度

を判定する。 

 

Unit ４ 

( 3 時間) 

テーマ 
「コミュニ
ケ ー シ ョ
ン」 
男女の意志
決定の違い 
(456 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所 

や未知の語句があって 

も、推測するなどして 

聞き続けることができ 

る。 

・セクションごとに音

声を聞き、場面や意味

を推測し、生徒間で情

報交換をする。 

・聞き取れない箇所 

や未知の語句があって 

も、推測するなどして 

聞き続けている。 

・ペア・ワークでの

言 

語活動を観察する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだこと

や、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・本文中で理科用語や

歴史について、ノート

に各自の興味のある用

語について英語で書

く。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・ノートを提出させ

てその内容を評価す

る。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・文章の流れに沿って

読み進め、大事な事柄

をまとめていく。 

 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。  

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けることが

できる 

・形式主語を用いた文

が理解できる 

・文中で形式主語が使

われる場面に留意し

て、文脈から用法を推

測する。 

 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けている。 

・形式主語を用いた文

を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ５ 

( 3 時間) 

テーマ 
「 自 然 環
境」 
森林と生物
の 共 存 
(524 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しなが

ら、質問したり意見を

交換したりすることが

できる。 

・睡眠不足に対する対

応方法ついての体験談

等の交換を英語でやり

取りをすることができ

る。 

・互いに協力しなが

ら、質問したり意見を

交換したりしている。 

・グループワーク

で、各自が選んだ睡

眠について発表する

姿勢や参加状況を評

価する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・本文中での睡眠不足

の対応の是非につい

て、自分の意見を英語

で書く。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・ノートを提出させ

てその内容を評価す

る。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・本文で提示されてい

る年齢別の睡眠必要時

間や睡眠不足の弊害に

ついて、その内容を理

解する。 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けることが

できる。 

・関係代名詞が理解で

きる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項についての知

識を身に付けている。 

・関係代名詞を理解し

ている。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit ６ 

( 3 時間) 

テーマ 
「 社 会 生
活」 
ビジネスメ
ールのマナ
ー (486 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があっても

推測するなどして聞き

続けることができる。 

・ワークシートをもと

に、自分の考えを述べ

る。 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があっても

推測するなどして聞き

続けている。 

 

・リスニングテストを

実施して、大意につい

ての設問に答えるこ

とで、聞き取れない箇

所や未知の語句があ

っても、推測するなど

して聞き続けている

かを測る。 

「外国語表現の能力」S 

・リズムやイントネー

ションなどの音声的な

特徴を捉えて適切に話

すことができる。 

・ペア・ワークでお互

いにリズムよく読め

ているかをチェック

し合う。 

・リズムやイントネー

ションなどの音声的な

特徴を捉えて適切に話

している。 

・スピーキングテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

・つながりを示す語や

フレーズをたよりに、

論理の展開を読み取

る。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を聞き、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握している。 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・形式主語の構造が理

解できる。 

・本文中で用いられて

いる文法の意味や用法

を確認する。 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・形式主語の構造を理

解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ７ 

( 3 時間) 

テーマ 
「エネルギ
ー」 
電池のすべ
て (495 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しなが

ら、環境に関係する質

問をしたり意見を交換

したりすることができ

る。 

・セクションごとの内

容に対する感想や意見

について話すためのキ

ーワードをワークシー

トにメモし、それを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

・互いに協力しなが

ら、環境に関係する質

問をしたり意見を交換

したりしている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ノートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・各セクションの内容

をメモする。 

・ペアで、メモに基づ

いて、自分の将来の夢

について伝え合う。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・授業時間を利用し

て口頭発表を実施す

る。 

 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

・つながりを示す語や

フレーズをたよりに、

論理の展開を読み取

る。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を聞き、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握している。 

・定期考査の筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・結果を表す不定詞が

理解できる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・結果を表す不定詞を

理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit ８ 

( 3 時間) 

テーマ 
「娯楽」 
ピクサー社
の 歴 史 
(417 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・会社や創業者につい

て、間違うことを恐れ

ず、積極的に話すこと

ができる。 

・会社や創業者につい

てワークシートに基づ

いて、ペアで伝え合

う。 

・会社や創業者につい

て、間違うことを恐れ

ず、積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・トピック・センテン

スやキーワードを適切

に用いて、要点が明確

な文章を書くことがで

きる。 

・セクションごとに、

興味をひかれたことば

について、ワークシー

トに英語で書く。 

・トピック・センテン

スやキーワードを適切

に用いて、要点が明確

な文章を書いている。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

事実と意見などを区別

して内容を理解するこ

とができる。  

・段落ごとに経緯をみ

つけ、簡潔にまとめる

ことで、内容を整理・

把握することが出来る

ようにする。 

・説明などを読んで、

事実と意見などを区別

して内容を理解してい

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

 

・本文中で用いられて

いる文法の意味や用法

を確認する。 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、知

識が身に付いている

かを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ９ 

( 3 時間) 

テーマ 
「 比 較 文
化」 
日米の大学
の 違 い 
(591 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けることができ

る。 

・セクションごとに、本

文の音声を聞き、事実と

筆者の考えを区別して、

ワークシートにメモす

る。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなど

して聞き続けてい

る。 

 

・ペア・ワークでの

言語活動を観察す

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・聞いたり読んだりし
たこと、学んだことや

経験したことについ
て、その概要や自分の
意見を話すことができ

る。 

・犬の能力ことについ
て、知っている知識や相

手の考えなど、グループ
で互いに発表しあう。 

・聞いたり読んだり
したこと、学んだこ

とや経験したことに
ついて、その概要や
自分の意見を話して

いる。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・内容に関して、事実や

対応の状況が正確に把握

しているか。 

・説明などを読ん

で、特に重要な事実

等を捉えることを通

じ、全体の要旨を理

解している。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・接続詞の説明文中で

の意味合いを理解する

ことができる。 

・接続詞の用法を、ワー

クシートを使って確認す

る。 

・助動詞の do について

ワークシートを使って確

認する。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられてい

る語句や文構造につ

いての知識を身につ

けている。 

・接続詞の説明文中

での意味合いを理解

することができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、知

識が身に付いている

かを判断する。 

Unit 10 

( 3 時間) 

テーマ 
「 エ ッ セ
イ」 
携帯電話は
必 要 か 
(481 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けることができ

る。 

・メモをとりながら、作

者の意見を聞く。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなど

して聞き続けてい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

意見を話すことができ

る。 

・本文の内容について、

自分の意見や相手の考え
など、グループで互いに
発表しあう。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とや経験したことに

ついて、その概要や

自分の意見を話して

いる。 

・ワークシートに

各々の意見や感想を

簡単な英語でまと

め、ペアで発表す

る。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章を

読み、本文中の話の流

れを把握することがで

きる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・繋がりを示す語や

フレーズに注意し文

章を読み、本文中の

話の流れを把握して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

語句についての知識を

身に付けることができ

る。 

have+O+過去分詞が理

解できる。 

・文中で用いられてい

る、文法の意味や用法を

確認する。・ 

・「書くこと」の言語

活動に用いられてい

る語句についての知

識を身に付けてい

る。 

・have+O+過去分詞

を理解している。 

・定期考査に於い

て、並べ替えや日本

語訳の問題で、正し

く用法がとれている

かを確認する 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 11 

( ４時間) 

テーマ 
「 日 常 生
活」 
エスカレー
ターの正し
い 乗 り 方 
(542 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

・段落の要旨を簡単な文

でまとめて、発表する。 

・必要に応じて辞書

などを活用して書い

ている。 

・各自の書いた文章

を発表する。 

「外国語表現の能力」S 

・日常生活について、

互いに質問したり質問

に答えたりすることが

できる。 

・ワークシートを用い

て、日常生活について、

例示する表現と自分の意

見を用いて簡潔な説明文

を書く。 

・日常生活につい

て、互いに質問した

り質問に答えたりし

ている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、ま

とめと意見を述べる

設問をすることによ

り、目標が達成でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」L 

・日常生活について、

重要な語句などを手が

かりにして概要や要点

を理解することができ

る。 

・キーワードをノートに

メモし、その本文の内容

を理解する。 

日常生活についての

説明を聞いて、重要

な語句などを手がか

りにして概要や要点

を理解している。 

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・同格関係が理解でき

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられてい

る文法事項などにつ

いての知識を身に付

けている。 

・同格関係の用法を

理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit 12 

( ４時間) 

テーマ 
「言語」 
バイリンガ
ルとは何か 
(651 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しなが

ら、質問したり意見を

交換したりすることが

できる。  

・内容に対する感想や意
見について話すためのキ
ーワードをワークシート

にメモし、それを参考に
しながら発表する。 

・互いに協力しなが
ら、質問したり意見
を交換したりしてい

る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容を
取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・バイリンガルについ

て、書かれた文を読み、

意見をワークシートに英

語で書く。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とについて、その概

要や自分の考えを簡

潔に書いている。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章を

読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・繋がりを示す語や

フレーズに注意し文

章を読み、論理がど

のように展開してい

るかを把握してい

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・動名詞の用法を理解

できる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられてい

る文法事項などにつ

いての知識を身に付

けている。 

・動名詞の用法を理

解できる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 13 

(４時間) 

テーマ 
「環境論」 
プラスチッ
クと環境 
(519 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や

意見について話すため

のキーワードをワーク

シートにメモしなが

ら、読み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読することができる。 

・段落ごとに主人公の

気持ちをノートにまと

め、その気持ちを表現

できるようにする。 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読している。 

・ノート提出にて、

内容理解ができてい

るか判断する。 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ

ーションなどの音声的
な特徴を捉えて的確に
聞き取ることができ

る。 

・リズムやイントネー
ションの変化に注意し

て聞く。 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ

ーションなどの音声低
奈特徴を捉えて的確に
聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit 14 

( 4 時間) 

テーマ 
「ノンフィ
クション」 
ある少女の
運命を変え
た ヤ ギ 
(562 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

・孤立した村と先進国

の光の認識の違いをワ

ークシートに記入す

る。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に

調べ、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」L 

・重要な語句などを手

がかりにして概要や要

点を理解することがで

きる。 

・段落ごとにテーマを

みつけ、簡潔にまとめ

ることで、内容を把握

することが出来るよう

にする。 

・重要な語句などを手

がかりにして概要や要

点を理解している。 

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・関係副詞の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・関係副詞の用法が理

解できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 15 

( 4 時間) 

テーマ 
「 日 本 文
化」 
日本人の自
然美の概念 
(452 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・授業を通して気づい

たことや、本文から固

定概念が個人の認識に

支障がある問題を書き

出すことができる。 

・日本文化について自

分の意見をワークシー

トに記入する。 

・授業を通してはじめ

て知ったことや、本文

から固定概念が個人の

認識に支障がある問題

を書き出す。 

・ワークシートの提

出。 

「外国語表現の能力」R 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・フレーズごとの意味

を考え、それらの関係

が伝わるようにイント

ネーションやポーズの

場所や長さを考え、ワ

ークシートに記入して

みる。 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・個人の音読による

チェックテストを行

う。 

「外国語理解の能力」L 

・日本文化に関する報

告、問題点などを聞い

て、情報や考えなどを

理解したり、概要や要

点をとらえたりするこ

とができる。 

・聴きながら段落ごと

のテーマをみつけ、簡

潔にまとめることで、

内容を把握することが

出来るようにする。 

・日本文化に関する報

告、問題点などを聞い

て、情報や考えなどを

理解したり、概要や要

点をとらえる。 

・定期考査におい

て、段落まとめの設

問をする事で、内容

を把握できているか

どうか確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・分詞構文の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・分詞構文の用法を理

解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit   16 

( 4 時間) 

テーマ 
「健康・医
学」 
テレビ CM
と子どもの
肥 満  (450
語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・テレビ CM と子供の

肥満との関係に気づ

き、自分の言葉で書く

ことができる。 

・段落ごとに内容をま

とめ、それを用いて簡

単な文を書いてみる。 

・テレビ CM と子供の

肥満との関係に気づ

き、各情報をワークシ

ートにまとめている。 

・ワークシートの提

出。 

「外国語表現の能力」R 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・文ごとの内容を考

え、それらの因果関係

が伝わるようにイント

ネーションやポーズの

場所や長さを考え、ワ

ークシートに記入して

みる。 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・個人の音読による

チェックテストを行

う。 

「外国語理解の能力」L 

・テレビ CM と子ども

の肥満について、情報

や考えなどを理解した

り、概要や要点をとら

えたりすることができ

る。 

・聴きながら、段落ご

とのテーマをみつけ、

簡潔にまとめること

で、内容を把握するこ

とが出来るようにす

る。 

・テレビ CM と子ども

の肥満について聞い

て、情報や考えなどを

理解したり、概要や要

点をとらえている。 

・定期考査におい

て、段落まとめの設

問をする事で、内容

を把握できているか

どうか確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・強調構文の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・強調構文の用法が理

解できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 17 

(4 時間) 

テーマ 
「子どもの
上手なほめ
方 (480 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や

意見について話すため

のキーワードをワーク

シートにメモしなが

ら、読み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読することができる。 

・段落ごとに本文で要

となっている単語、文

をワークシートにまと

める。 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読している。 

・ワークシートを用

いて、内容理解に基

づく意見形成ができ

ているか判断する。 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ

ーションなどの音声的
な特徴を捉えて的確に
聞き取ることができ

る。 

・リズムやイントネー
ションの変化に注意し

て聞く。 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ

ーションなどの音声低
奈特徴を捉えて的確に
聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit 18 

( 4 時間) 

テーマ 
「政治」 
地雷探知の
新「兵器」 
(467 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

地雷の探知に関して、

整理して書く。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に

調べ、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」L 

・地雷の探知に関する

会話を聞いて、重要な

語句などを手がかりに

して概要や要点を理解

することができる。 

・段落ごとにテーマを

みつけ、簡潔にまとめ

ることで、内容を把握

することが出来るよう

にする。 

・地雷の探知に関する

会話を聞いて、重要な

語句などを手がかりに

して概要や要点を理解

している。 

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・仮定法過去を用いた

文の構造が理解でき

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・仮定法過去を用いた

文の構造を理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 19 

(４時間) 

テーマ 
「産業」 
コーヒーの
歴 史  (800
語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や

意見について話すため

のキーワードをワーク

シートにメモしなが

ら、読み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・物語を読んでの感想

や意見を、互いに質問

したり質問に答えたり

することができる。 

・ワークシートを用い

て、セクションごとに

モナ・リザ盗難事件に

ついて、例示する表現

と自分の感想を書く。 

・情報や考えなどにつ

いて、互いに質問した

り質問に答えたりして

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、ま

とめと意見を述べる

設問をすることによ

り、目標が達成でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ
ーションなどの音声的

な特徴を捉えて的確に
聞き取ることができ
る。 

・リズムやイントネー
ションの変化に注意し
て聞く。 

・単語の発音、音変
化、リズムやイントネ
ーションなどの音声低

奈特徴を捉えて的確に
聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けるこ

とができる。 

・部分否定の用法を理

解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「書くこと」の言語

活動に用いられている

語句や文構造について

の知識を身に付けてい

る。 

・部分否定の用法を理

解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 

Unit 20 

( 4 時間) 

テーマ 
「 科 学 技
術」 
ロボットが
働く「変な」
ホ テ ル 
(479 語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

・本文中より出てきて

いる情報をまとめ、比

較しそれぞれのよい点

悪い点を文にしてまと

める。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に

調べ、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」L 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解する

ことができる。 

・段落ごとにテーマを

みつけ、簡潔にまとめ

ることで、内容を把握

することが出来るよう

にする。 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解して

いる。 

・定期考査の内容理

解問題で、正しい内

容の文を選べるかど

うか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けるこ

とができる。 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確認

する。 

・「話すこと」の言語

活動に用いられている

文法事項などについて

の知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているかを判

断する。 


